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第1０6回全国高等学校野球選手権栃木大会 
７月１２日（金）「第１０６回全国高等学校野球選手権栃

木大会」が開幕しました。本校の初戦は、７月１３日（土）

エイジェックスタジアムにて那須清峰高校との対戦でし

た。前日の雨が嘘のような晴天の中、ダンス部、管弦楽

部、多くの先生方、OB の方々や保護者の方々の熱い応援

を受けながら、両チーム一歩も譲らない展開でしたが、延

長１０回タイブレーク２対１でサヨナラ勝利を収めることが

できました。３年糸屋のセンター前ヒットで、２塁ランナーの

３年主将の目黒が生還しサヨナラを決めた瞬間の歓喜は

今までの努力の賜物であると鮮明に焼き付いています。 

２回戦は７月１７日（水）宇都宮清原球場にて昨年の優

勝校である文星芸術大学附属高校との対戦でした。２年

静井と３年小和田の W エースの好投と、足高の持ち味で

ある堅実な守備によって、文星の強力打線を３点に抑え、

健闘しましたが、相手エースの最速１４７㎞の直球と１３０

km 超のスライダーを攻略することができず、３対０で惜敗

しました。強豪私学の壁はやはり高く、点差以上に力の差

はありました。しかし、足高 PRIDE を持って、自分たちの持   

ち味を出し切る足高らしさは最後の３アウトまでやり切 

ることができました。大会を通して、あらためて自分たち 

は、多くの方々に支えられて野球ができていることを実

感しました。人の温かさ、絆の尊さなど、かけがえのない 

一生の宝物をいただき、本当にありがとうございました。 

これで３年生は引退を迎えることになりました。今まで引

っ張ってきてくれた３年生の思いを引き継ぎ、新チームが

始まろうとしています。 

７月の Pick Ｕｐ! Player! 

文武両道は車輪の如し 、 大志を抱き三兎を追う 

～ Our Dreams Come True “ Since 1928 ” ～ 
足高ＰＲＩＤＥ！ 

２０２４ 

 ２年外野手  牛久保 皓大 

選手権１回戦那須清峰戦

で、攻守にわたるスーパープ

レーでチームを勝利へ導く！

２年二塁手  飯田 晟継 

選手権２回戦文星芸大附戦

で、初回にライト前へのクリ

ーンヒットを放つ！ 

 

 
 

 上段：最後の練習試合後  下段：3 年生引退式 

  

 

遊(主将):目黒尚英 

野球をやってきて良

かったと思える最高

の夏でした。 

今までにないくらいの

緊張感と雰囲気を経

験できてよかったで

一:糸屋絢太朗 

  

たくさんの応援に 

背中を押されて楽し

くプレーできました。 

 

投:小和田朝陽 

チーム全員で最後まで

全力で野球ができて最

高に楽しかったです。 

 

捕:石田眞ノ介 

～3 年生より夏の感想～ 



２年中堅手 関口 翔也 
野球に対する思いは誰よりも熱く、責任感が強い。チーム 

全体への声掛けは仲間を鼓舞する。関口の 

一声でチームの雰囲気が大きく盛り上がる。 

何事にも率先して行動する姿は、まさに主将 

の鑑だ。 

<選手からの一言> 
足高の伝統を引き継ぎ、凡事徹底の 

精神で甲子園を目指して頑張ります！ 

２年捕手 須永 将太 
周りをよく見た行動、相手を思いやる言動から絶大

な信頼を得ている。チームワークを一番に考え行動

し、個性あふれるチームメイトをまとめ 

上げ、チームの雰囲気をよりよいもの 

にしている。 

 <選手からの一言> 

先輩から受け継いだものや 

今まで培ってきた技術を、 

もっと磨けるように頑張ります！ 

2 年左翼手 牛久保 皓大 
自身の経験を活かした的確なアドバイス、優れた技

術はチームメイトからも尊敬され、チームの士気を高

めることができる。守備では多くのファインプレーを、

打撃では積極的なスイングによる 

多くの安打でチームの勝利に貢献 

している。 

<選手からの一言> 

副キャプテンとしてチームを 

勝利に導きます！ 

 

白熱した夏の大会を終えて３年生が引退し、
新チームが始動しました。練習開始前には、チー
ム全員でミーティングを行い、須永監督のもと   

「大志を抱き、三兎を追う」 のスローガンを 
掲げました。現在、主将の２年関口を筆頭に、諸
先輩方の思いを受け継いで日々の練習に取り組
んでいます。より良いチームを作るため、皆に愛
され応援されるチームになるため、そして甲子園
から呼ばれるチームになるために、部員一人一
人が自分自身と向き合い、学年の壁を超えてア
ドバイスを出し合い、互いに高め合いながら活動
しています。 

選手権大会の文星芸大附戦での経験から、
甲子園を目指すために克服しなければならない
多くの課題が見つかりました。新チームでは今ま
での堅実な守備に加え、打撃の強化に取り組ん
でいます。まずは８月２４日から始まる交流戦で
秋季大会のシード権を獲得し、本戦では選抜甲
子園を賭けて、上位進出を目指します。 

いかなる時も、凡事徹底を胸に、甲子園出場
を目標に日々精進しながら、感謝の気持ちを忘
れずに ２１人全員野球 で足利高校野球部を盛
り上げていきます。 

１日（日）VS 館林商工   A 

 

４日（水） 秋季大会 抽選会 

 

７日（土）VS 水戸一     A 

８日（日）VS 宇都宮白楊 H 

 

１４日（土） 秋季大会 開幕 

試
合
予
定 

幕開け！ ～“新チーム”２ １ 人で切り開く 

          新たな足利高校野球部～  

 

～選手紹介～ 
チームの要 思いを繋ぐ新主将 

努力家で包容力のある副主将 攻守でチームを牽引する副主将 

初陣! 第 2 回阿部司杯 優勝 

①足利 １０ VS ２ 足利工        勝利 

②足利 １３ VS ２ 宇都宮短大附  勝利 


